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運転を行い，重大事故を防止することが求められる。自主維持基準となる設
備維持規格の制定と，普及のための設備維持管理士認証制度を解説した。
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　ガスハイドレートの課題解決と活用に向け，分子シミュレーション技術の
最前線を解説した。動的挙動の解明やマルチスケール連携，機械学習力場等
の最新手法と，それらがエネルギー産業にもたらす価値を詳述した。

アミン系酸性ガス除去装置における運転トラブル事例と
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環境中に排出される莫大な低温排熱源から高効率な電力回収が
可能な熱電発電チューブ ………………… Eサーモジェンテック　南部修太郎……192

　独自のフレキシブル熱電発電モジュールを搭載し，環境中に排出される莫
大な低温排熱から高効率な電力回収を可能にした「熱電発電チューブ」と，
それを用いた熱電発電ユニットについて解説した。

カーボンニュートラル・サーキュラーエコノミーに資する技術紹介
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　　 回収技術─国内初の大規模 BECCS 実証を例に─
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………………………………………………………… Planet Savers　伊與木健太……200

………………………………電気技術者試験センター　佐藤　賢……203
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石油・石油化学業界で身に付く・役立つおススメ資格（第 9回）
100年以上社会を支える電気設備のプロフェッショナル
「電気主任技術者」

ガスケットの適切な施工方法，トラブルとその対策
…………………………………………………………………………バルカー　高橋聡美……187

　適切なフランジ締結はプラントの安全操業を行ううえで重要な課題の 1 つ
である。フランジ締結が起因となったトラブル事例なども踏まえ，ガスケッ
トの施工における注意点を整理し紹介した。
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─不安定な情勢下で新たな均衡を探る─
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の関税政策の影響が残り成長率は 0. 9 % となる。エネルギー消費は，涼し
い夏による冷房需要減や粗鋼等の減産に伴う需要減で 5年連続減少する。

実ガスを用いた CO2 分離素材評価および
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RITE 炭素回収技術評価センター開設
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分離回収試験設備およびセンター運用について紹介した。

CDF（Cognite Data Fusion）を使った産業用データの関連づけ

………………………………………………………………………… 出光興産　久保華子……243
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SPE の ATCEに参加し，最新の石油工学に触れる機会を得た。得られた情
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　宇宙の起源が量子揺らぎだという証拠を見つけるために，連星ブラックホ
ールからの重力波のデータを使うことで，インフレーション中に量子揺らぎ
から生成される原始重力波の量子性を確かめる方法について解説した。
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